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芝山町境貝塚第２貝塚出土動物遺体の検討

小　川　慶一郎　

はじめに
　境貝塚は山武郡芝山町境字右京塚・香取郡多古町千
田字木城地95ほかに所在する（第１図）。高谷川左岸
の標高30ｍ～40ｍの台地上に位置する。
　遺跡が町境に位置するため、町ごとに別の名称で
呼ばれ、それぞれ異なる遺跡と考えられていた。古
くは「千田貝塚」と呼ばれていたが、一般にはその
所在が知られていなかった（西山2000）。その後、西
山太郎によって仮称「境貝塚」として採集遺物を紹介
し、晩期終末の遺跡として知られることとなった（西
山1969・1974）。以降は、境遺跡または境貝塚の名称
で調査が実施されていく。また西山は遺跡名の混乱収
束のため、「境・千田遺跡」の呼称を提示した（西山
2000）。しかし、『ふさの国文化財ナビゲーション』で
は芝山町側を「境貝塚」、多古町側を「千田台遺跡」
と示している（千葉県教育委員会2023/12/29時点）。
本稿では千葉県教育委員会の呼称に従い、主に芝山町
側の地点を扱うことから、「境貝塚」の名称を用いる。
　貝層に関わる発掘調査は３度実施された。第１次調
査は、1979年の農業用水管敷設および農道拡張による
もの（芝山町教育委員会1980）、第２次調査は、1985
年の農道整備によるもの（多古町遺跡調査会1987）、
第３次調査は、2000年～2009年のゴルフ場建設による
ものである（財団法人山武郡市文化財センター2008・
大谷ほか2009）。貝層は４地点確認されており、第１
次調査・第２次調査では第１貝塚、第３次調査では第
４貝塚の本調査が主に実施された（第３図）。なお第
３次調査では、第２貝塚、第３貝塚の確認調査も実施
されたが、貝層の内容について詳細不明である。その
ため、芝山町教育委員会の協力の元、資料実見を行っ
たところ、報告書非掲載の第２貝塚貝層サンプルが確
認された。本稿では、第２貝塚から出土した動物遺体
や貝層の特徴について、第１貝塚や第４貝塚の成果と
比較して報告を行う。

１　資料と方法
（１）資料
　資料は遺物袋とラベルで梱包されており、P27のテ
ン箱２箱に保管されていた。テン箱は、「第２貝塚」、

「R-14②・⑨」に分かれて保管されていた。
　「第２貝塚」テン箱中のサンプルは、「貝層プラン確
認時」、「撹乱」、「一括」の記載があり、サンプル採集
位置が不明瞭なものである。「R-14②・⑨」は、R-14
グリッド内の２番目のトレンチ、９番目のトレンチと
いうことで、R-14②、R-14⑨というトレンチ名称が
付けられている。第２図、第４図の通り、第２貝塚に
かかるトレンチである。R-14サンプルは各トレンチ
壁面にサンプル採取位置を柱状に設定し、採取したも
のである。サンプル採取位置について、報告書には明
示されていないが、原図を確認することで把握するこ
とができた。

（２）分析方法
①貝類
同定　同定は、原則として筆者所蔵の現生標本との比
較によって行った。
集計　腹足網は軸底部、二枚貝網は殻頂部を集計部位
とした。
計測　計測不可能な破片資料を除く、すべての資料を
対象とした。腹足綱は殻高、二枚貝綱は殻長を計測し
た。結果として後述する主体種のうち３種の計測を
行った。
その他観察項目　被熱痕、焼痕、剥離痕、破砕痕、加
工痕はみられなかった。破砕貝は多く確認された。
②脊椎動物遺体
同定　同定は、原則として筆者所蔵の現生標本との比
較によって行った。特に魚類の同定部位は、主上顎
骨・前上顎骨・歯骨・角骨・方骨・主鰓蓋骨・椎骨を
必須部位とし、分類群の骨格的特徴に応じてその他の
部位も適宜同定対象に加えた。
その他観察項目　焼痕、被熱痕、剥離痕、破砕痕、加
工痕はみられなかった。
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第１図　境貝塚の位置と周辺遺跡（（公財）千葉県教育振興財団2023に加筆）
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２　結果
　第１表記載の通り、貝類は腹足網が３分類群、二枚
貝網が８分類群確認された。脊椎動物遺体は４分類群
が確認された。第２表・第５表には、貝類と脊椎動物
遺体の同定結果をそれぞれ記載した。

（１）貝類（第１・２・３・４表、第５図）
　第２貝塚撹乱・一括サンプルとR-14サンプルで大き
く異なる結果となったため、同じ貝塚のサンプルでは
あるが、サンプルごとに分けて検討を行う。第２貝塚
一括・攪乱サンプルでは、ダンベイキサゴ（85.3%）
が突出して多く、ヤマトシジミ（10.6％）が次ぐ。ま
た少量ではあるが、フジノハナガイが出土している。
　R-14サ ン プ ル で は、 ヤ マ ト シ ジ ミ が 最 も 多 く

（76.3%）、チョウセンハマグリ（16.5%）、ワスレイソ
シジミ（4.6%）が次ぐ。また少量ではあるが、フジノ
ハナガイ、オチバガイが出土している。
　第４表に計測可能個体の多い種の計測結果を示した。
ダンベイキサゴ、ワスレイソシジミは試料数が少ない
こともあるが、明確なまとまりはみられない。チョウ

センハマグリは30㎜～35㎜にまとまりがみられる。ヤ
マトシジミは、第２貝塚撹乱・一括で24㎜～26㎜に、
R-14②・⑨は22㎜～26㎜にまとまりがみられる。

（２）脊椎動物遺体（第５表）
　魚類はウナギ属が最も多く、椎骨が７点出土した。
そのほか、スズキ属の椎骨が１点確認された。哺乳類
はニホンジカの基節骨１点、角２点が確認された。鳥
類は種不明であるが、鳥口骨が１点確認された。

３　考察
（１）境貝塚の貝類利用の変遷
　第６表、第６図に境貝塚出土の主要貝類の組成をま
とめた。時期ごとの変遷は、中期中葉段階では、ヤマ
トシジミ、ワスレイソシジミ、ハマグリ、ダンベイキ
サゴを中心に、様々な種が主体種・準主体種としてみ
られる。中期後葉には、チョウセンハマグリが卓越し、
前段階と比べてヤマトシジミ、ハマグリ、ダンベイキ
サゴが減少する。後期初頭には、ダンベイキサゴ、ハ
マグリが増加する。ハマグリが多い層も一部みられる。

第２図　境貝塚トレンチ配置図（大谷2009ほか）
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後期前葉にはチョウセンハマグリが増加するが、ダン
ベイキサゴが優占することが多い。後期前葉の遺構内
貝層はヤマトシジミが多い。ダンベイキサゴがチョ

ウセンハマグリより優占する。
　全体的な傾向としては、中期中葉に主体種としてみ
られた、汽水性種・内湾性種が中期後葉から後期に向

第３図　境貝塚の貝層と調査区の位置（財団法人山武郡市文化財センター2008）
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かうに連れて減少することが確認される。ただし、ヤ
マトシジミは後期以降に多くみられる貝層もあり、ハ
マグリも中期中葉よりは減少するものの、一定量存在

し続ける。またダンベイキサゴとチョウセンハマグリ
の比率の変遷をみると、中期中葉段階ではダンベイキ
サゴが多いが、中期末ではチョウセンハマグリが卓

第４図　第２貝塚検出状況（財団法人山武郡市文化財センター2008に加筆）

サンプル採取位置

R14-②

R14-⑨

R14-⑤

R14-②

R14-⑨
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越する。後期以降はダンベイキサゴが増加し、チョウ
センハマグリと同程度またはダンベイキサゴが優占す
る様相がみられる。
　清水潤三氏の論考以来、栗山川流域の貝塚は、中期
にダンベイキサゴが多く、後期にチョウセンハマグリ
が増加する傾向が指摘されてきた（清水1958）。しか
し、今回同一遺跡内で時期別の比較を行った結果、よ
り細かい変遷がみられた。ここでは、チョウセンハマ
グリとハマグリの関係性を確認しておきたい。中期末
以降のチョウセンハマグリが多くみられる貝層にはハ
マグリは少なく、ハマグリが多い貝層にはチョウセン
ハマグリが少ないという相関関係がみられる。つまり、
ダンベイキサゴとチョウセンハマグリの２種が単純な
対立関係にあり、何かしらの要因で組成比が変化する、
ということではなく、その他の種の利用も関連してい
る可能性が高い。
　チョウセンハマグリの多寡が生じる具体的な要因と
して、チョウセンハマグリの採集量を補填するために
ハマグリを獲得していたこと（不漁・採取規制など）、
周辺環境の変化などがあげられる。今後は周辺遺跡の
貝類組成・計測結果を踏まえて、理解を深めていきた
い。

（２）第２貝塚の位置付け
　第２貝塚一括・攪乱サンプルと同様の傾向が、堀
之内１式期の貝層（特にD334）にみられることから、
第２貝塚一括・攪乱サンプルは堀之内１式期のもので
ある可能性が高い。
　R-14サンプルは、D335貝層の組成と似ることから
こちらも堀之内１式期の貝層である可能性が高い。上
記の事柄から、第２貝塚の貝層は堀之内１式期主体の
ものであった可能性が高い。また２つのサンプルで貝
種組成に差があるが、同一時期の貝層の可能性が高い
ことから、時期差ではなく季節性などによる差と考え
られる。

謝辞
　陸産微小貝類の同定は千葉県立中央博物館の黒住耐二氏に、
魚類の同定は千葉市教育委員会の服部智至氏にご教示いただい
た。貝類の同定と境貝塚の過去の整理状況について、千葉市埋
蔵文化財調査センターの西野雅人氏にご教示いただいた。芝山
町教育委員会には資料の見学・借用に際してご協力いただいた。
この場を借りて御礼申し上げる。

引用・参考文献
大谷弘幸・西野雅人・黒住耐二2009「芝山町境貝塚補稿」『研

究ノート山武　特別号』山武郡市文化財センター

（公財）千葉県教育振興財団2023『首都圏中央連絡自動車道埋
蔵文化財調査報告書47－芝山町千田の台遺跡(２)－』

財団法人山武郡市文化財センター2008『境貝塚・山ノ台遺跡・
儘田台遺跡・殿部田古墳群』

芝山町教育委員会1980『千葉県山武郡芝山町境遺跡発掘調査報
告書－第Ⅰ地点・第Ⅱ地点－』

清水潤三1958「千葉縣栗山川渓谷における貝塚の地域的研究 : 
豫報」『史学』31　三田史学会

千葉県教育委員会文化財課『ふさの国文化財ナビゲーション』
http://map.pref.chiba.lg.jp　※2023/12/29

多古町遺跡調査会1987『千葉県多古町境遺跡』
西山太郎1969「仮称『境貝塚』採集の土器について」『奈和』

４　奈和同人会
西山太郎1974「千葉県香取郡多古町・山武郡芝山町『境遺跡
（貝塚）』出土の土器について」『霞ヶ浦文化』４

西山太郎2000「境・千田遺跡」『千葉県の歴史　資料編考古１』
千葉県史料研究財団

第１表　貝類種名一覧　

第２表　第２貝塚貝類同定結果

第３表　第２貝塚主要貝類組成



— 17 — (2801)

第５図　第２貝塚貝類組成

第４表　第２貝塚貝類計測値分布
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第５表　第２貝塚脊椎動物遺体同定結果 第６表　境貝塚貝類組成

第６図　境貝塚貝類組成




